
平成　　年(ﾓ)第　　号（基本事件　平成　　年(ﾜ) 第　　号　○○請求事件）
　　　　　　　　　　　　決　　　　　定　　
〇〇県〇〇市……
　　　　　　　　　　申 立 人（原　告） 　　   ○　　　〇　　　〇　　　〇
　　　　　　　　　　同訴訟代理人弁護士　　　　○　　　〇　　　〇　　　〇
〇〇県〇〇市……
　　　　　　　　　　相　 　 手　  　方 　　   ○　　　〇　　　〇　　　〇
〇〇県〇〇市……
　　　　　　　　　　被　　　　　　　告 　　   ○　　　〇　　　〇　　　〇
　　　　　　　　　　同訴訟代理人弁護士　　　　○　　　〇　　　〇　　　〇
　　　　　　　　　　　　主　　　　　文
　　　　　　　１　相手方は，本決定が確定した日から２週間以内に，別紙文書目録記載１の文書を提出せよ。
　　　　　　　２　申立人のその余の申立てを却下する。
　　　　　　　　　　　　理　　　　　由
１　申立ての趣旨及び理由並びに相手方の意見
　申立ての趣旨及び理由は,別紙「文書提出命令の申立て」記載のとおりであり，これに対する相手方の意見は，別紙「審尋事項回答要旨」記載のとおりである。
２　当裁判所の判断
(1)　一件記録によると，次の各事実が認められる。
　申立人は，…………。
(2)　相手方は，本件各文書のいずれについても申立人の立証事項とは関連性がないから，証拠調べの必要はないと主張する。
　しかしながら，本件各文書には，本件契約の締結時の状況についての詳細な内容が含まれていることが認められ，これによって，申立人の立証に資する可能性は否定できず，申立人の立証のための証拠調べの必要性を肯認することができるというべきである。
(3)  次に，相手方は，本件各文書に，民事訴訟法２２０条４号ロに該当する事由があると主張する。なるほど，別紙文書目録記載２ないし４の文書については，公務員の職務上の秘密に関する文書に該当し，かつ，これを提出することによって，公務の遂行に著しい支障を生ずるおそれがあると認めることができる。しかしながら，同目録記載１の文書については，公務員の職務上の秘密に関する文書には該当するものの，これらを提出することによって，民事訴訟法２２０条４号ロに規定する「公務の遂行に著しい支障を生ずるおそれがある」とまではいえない。
(4)　よって，主文のとおり決定する。
　　　平成　　年　　月　　日
　　　　　○○地方裁判所第○民事部
　　　　　　　　裁判長裁判官 　　　　〇　　　〇　　　〇　　　〇　印  
　　　　　　　　　　　裁判官 　　　　〇　　　〇　　　〇　　　〇　印  
　　　　　　　　　　　裁判官 　　　　〇　　　〇　　　〇　　　〇　印 

